
1. データの準備と紹介
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教育用標準データセット、SSDSEにある奈良県の各地域の
「出生数」と「死亡数」のデータを使うよ。

・データの出典

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/#SSDSE-A

奈良県の各地域の出生数と死亡数の比率を
箱ひげ図でかいて分析（ぶんせき）しよう！

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/#SSDSE-A
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ダウンロードしたら、エクセルを開いて、まずは、奈良県のデータをぬき出してね。
次に、各地域の出生数÷死亡数の比率を計算して入力しよう。

※整理したデータがWebサイトにおいてあるから、それを使ってもいいよ。

2. グラフの挿入（そうにゅう）

【追加で行う操作】

・グラフタイトルを記入しよう。

・軸（じく）の書式設定から、
軸のけた数を変えよう。

入力したデータを選択（せんたく）して

挿入タブから、箱ひげ図を選ぼう。

グラフのデザインタブから、

スタイルや色を変えられるよ。
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3. グラフから読み取れること

作成した箱ひげ図から、こんな情報を分析することができる。

各地域の出生数÷死亡数の分布（集まり具合やばらつき具合）

・中央値：各地域の（出生数÷死亡数の）真ん中の値（0.310）

・四分位範囲：各地域の（出生数÷死亡数の）ばらつき

・第1四分位数（0.154）～第3四分位数（0.613）に
 真ん中半数の地域がふくまれる。

エクセルを使って、データを分析することで、
さまざまな情報を得ることができるね。

ぜひ、ここで説明した方法を参考に、いろいろなデータを分析してみてね。


